
１．　対象期間、レポートの対象期間及び発行日

対象期間　：　２０２２年７月１日～２０２３年６月３０日

対象範囲　：　一般廃棄物収集運搬業、産業廃棄物収集運搬業・処分業

発行日　：　令和５年１０月３１日
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１.対象期間，レポートの対象期間及び発行日 表紙に記載

２.組織の概要 P1～6

３.環境経営方針 P7

４.環境経営目標 P8

５.環境経営計画 P9

６.環境経営計画に基づき実施した取組内容 P10～11

７.環境経営目標の実績及び環境経営計画の取組結果とその評価， P12～15

並びに次年度の環境経営目標及び環境経営計画

８.環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価結果、 P16

並びに違反，訴訟などの有無

９.外部からの苦情などの受付結果 P16

10.代表者による全体の評価と見直しの結果 P17

11.〈参考〉許可内容の詳細 P18



１）社名及び代表者
松田清掃株式会社　代表取締役　松田　忠浩

２）所在地
本 　　　　社：〒752-0927　山口県下関市長府扇町3番38号

彦島事業所：〒750-0087　山口県下関市彦島福浦町二丁目20番7号　

３）環境管理責任者及び連絡先  ゆめタウン

代表取締役　松田　忠浩

山口県下関市長府扇町3番38号

TEL：083-248-4327 長府製作所

FAX：083-248-4337

４）事業内容

①一般廃棄物収集運搬業

②産業廃棄物収集運搬業

③産業廃棄物処分業（圧縮減容、破砕）*

*（中間処理）

５）法人設立年月日

６）名称、資本金及び事業の内容の変更履歴
昭和47年8月22日　　　  松田清掃有限会社設立

　資本金3,000,000円

昭和61年11月15日　　　松田清掃株式会社　

平成元年6月21日　　　  資本金10,000,000円

平成27年8月28日    　　代表者変更

平成28年2月2日    　　 本社を長府扇町に移転

令和2年8月31日    　　　代表者変更

７）事業年度
7月1日から翌年6月末日

８）認証登録範囲
全組織、全活動

９）事業規模
（処理量、売上高、従業員数、車両台数）

10）組織図

607

令和3年度 単位

昭和47年8月22日

項目 令和１年度 令和2年度

下
関

ボ
ー

ト

処理量
(受託)

一般廃棄物 収集運搬 5,625 5,658

産業廃棄物
収集運搬 550 555

処分 551 677

従業員数 25 25 25 人

売上高 190 198 196 百万円
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1

車両台数 24 24 24 台

事業所面積
敷地面積4,144㎡、中間処理工場敷地面積1,567㎡
保管場所（長府）671㎡、（彦島事業所）310㎡

517

　トン
（小数点以

下切り捨て）
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24

トライアル

令和4年度

5,029

535

5,525

572

松田清掃本社地図

（下関市長府扇町３番３８号）

長

府

駅

市民
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市民プール入口

松田清掃㈱

２

一廃

産廃

財務管理

産廃処分

産廃収運

社長 営業・業務

委託収運

資源収集

一廃収運

資源リサイクル

長府扇町団地



１１）許可内容

①産業廃棄物収集運搬業

②特別管理産業廃棄物収集運搬業

③産業廃棄物処分業

④一般廃棄物収集運搬業

　＜参考＞ 　　許可内容は、ｐ１２に事業範囲について許可項目の詳細を許可証記載どおりを記載しています。

11004
R4.4.1
R6.3.31

一般廃棄物（ごみ）

2

下関市

都道府県
政令都市

許可番号
許可年月日
有効年月日

許可項目（事業の範囲）

下関市 075200035885
R3.3.25
R10.3.24

優良

圧
縮
減
容

廃プラスチック類、金属くず　以上2種類

破
砕

金属くず、ガラスくず，コンクリートくず及び陶磁器くず（蛍光ランプ、
HIDランプ及び放電ランプに限る）以上2種類

破
砕

汚泥（廃乾電池に限る）、廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維く
ず、ゴムくず、金属くず、ガラスくず，コンクリートくず及び陶磁器く
ず、がれき類　以上9種類

都道府県
政令都市

許可番号
許可年月日
有効年月日

優良評価 許可項目（事業の範囲）

山口県 03550035885
R5.3.17
R12.3.16

優良 燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、廃アルカリ、鉱さい、ばいじん、廃石綿等

福岡県 07650035885
R2.5.1
R9.4.30

優良 廃油、廃酸、廃アルカリ、鉱さい、廃石綿等、ばいじん、燃え殻、汚泥

福岡県 04000035885
H30.4.2
R7.4.1

優良
廃プラスチック類、金属くず、ガラスくず等、燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、廃アルカ
リ、紙くず、木くず、繊維くず、動植物性残渣、ゴムくず、がれき類

都道府県
政令都市

許可番号
 許可年月日
有効年月日

優良評価 許可項目（事業の範囲）

山口県 03500035885
　H30.3.12
R7.3.11

優良
廃プラスチック類、金属くず、ガラスくず･コンクリートくず及び陶磁器くず、燃え殻、
汚泥、廃油、廃酸、廃アルカリ、紙くず、木くず、繊維くず、動植物性残渣、ゴムく
ず、鉱さい、がれき類、ばいじん

下関市 07510035885
R3.3.25
R10.3.24

優良
汚泥、廃酸、廃アルカリ、廃油、廃プラスチック類、木くず、金属くず、ガラスくず，コ
ンクリートくず及び陶磁器くず、がれき類、動植物性残渣、紙くず、繊維くず、燃え
殻、鉱さい、ばいじん、ゴムくず

許可項目（事業の範囲）
都道府県
政令都市

許可番号
 許可年月日有

効年月日
優良評価

制度



１２）施設等の状況

①車両および機材の種類と台数　(産業廃棄物および一般廃棄物収集運搬業許可車両）

②積替え保管施設の概要

■収集運搬工程図

収集運搬（積替え保管）工程図１－１

面積 671㎡

保管上限 634.3 

3

最大高さ 2.5ｍ

排出事業所 収集運搬 積替保管　松田清掃 処理場　松田清掃

処理場　A

処理場　B

最大高さ 1.8ｍ

所在地 山口県下関市長府扇町3番38号

種類
汚泥、廃酸、廃アルカリ、廃油、廃プラスチック類、木くず、金属くず、ガラスくず，コンク
リートくず及び陶磁器くず、がれき類、動植物性残さ、紙くず、繊維くず

種類

廃油、廃プラスチック類、金属くず、ガラスくず，コンクリートくず

及び陶磁器くず、がれき

保管上限 40 

移動式クレーン付キャブオーバ 4ｔ 7.94m×2.22m×2.98m 1台

面積 310㎡

脱着装置付きコンテナ車 4ｔ 5.78m×2.19m×2.39m 3台

コンテナ荷箱 1t 3.6m×1.17m×1.91m 10基

所在地 山口県下関市彦島福浦町2丁目20番7号

ゲート付キャブオーバ 3t 4.89m×1.87m×2.79m 1台

ゲート付キャブオーバ 4t 8.6m×2.3m×2.62m 1台

バン 2ｔ 4.89m×1.87m×2.79m 2台

キャブオーバ 軽 3.25m×1.39m×1.74m 1台

塵芥車 4ｔ 6.98m×2.21m×2.62m 2台

ダンプ　　 2t 4.77m×1.74m×2.41m 2台

塵芥車 2ｔ 5.2m×1.85m×2.25m 11台

種類 車格 規格 台数



１３）施設の概要（中間処理施設）

処理工程図１－１

処理工程図１－２

処理工程図２－１

処理工程図２－２

最終処分場

（蛍光ランプ、HIDランプ
及び放電ランプ）

4

受付・計量 前処理 中間処理 保管 最終処分

ガラスくず，コンクリートく
ず及び陶磁器くず

選別・分類 破砕

焼却、ばい焼、
水銀の分離

中間処理

金属くず 埋立 最終処分

ほぼ１００％リサイクル

売却

処理施設の処理方式
及び設備

破砕方式（電動式）

オープンドラム缶、ペール缶

コンクリート布引、大波スレート建屋、床面コンクリート

処理施設の種類 破砕施設

設置場所 下関市長府扇町3番38号

設置年月日 平成17年4月18日

処理能力 0.92ｔ／日

廃棄物の種類
ガラスくず，コンクリートくず及び陶磁器くず、

金属くず　（蛍光ランプ、HIDランプ及び放電ランプに限る）

溶融・焼却
再生路盤材

中間処理

受付・計量 前処理 中間処理 保管 最終処分

廃プラスチック類

選別・分類 圧縮減容

破砕
再生原料

売却

焼却
燃料化

中間処理

金属くず
破砕

再生原料

ほぼ１００％リサイクル

処理施設の処理方式
及び設備

圧縮方式（電動油圧式）

床面コンクリート建屋内ヤード

処理施設の種類 圧縮減容施設

設置場所 下関市長府扇町3番38号

設置年月日 平成15年7月31日

処理能力 1.2ｔ／日

廃棄物の種類
金属くず

廃プラスチック



処理工程図３－１

処理工程図３－２

がれき類

圧縮・切断
製鋼用原料

売却
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金属くず
溶融・焼却
再生路盤材

中間処理

溶融・焼却
再生路盤材

中間処理

汚泥(廃乾電池のみ)
ばい焼 中間処理

埋立 最終処分

ガラスくず，コンクリートくず及
び陶磁器くず

破砕 中間処理

ゴムくず
溶融・焼却
再生路盤材

中間処理

木くず
破砕

燃料用原料
中間処理

繊維くず
焼却

燃料化
中間処理

廃プラスチック類

分別 破砕

破砕
再生原料

売却

紙くず
圧縮梱包
再生原料

破砕
再生原料

中間処理

焼却
燃料化

中間処理

溶融・焼却
再生路盤材

中間処理

売却

焼却
燃料化

中間処理

投入ボックス、破砕ケース、回転軸、サイクロン減速機、操作盤、架台

等から構成されていて回転カッターにより廃棄物を破砕する。

受付・計量 前処理 中間処理 保管 最終処分

ほぼ１００％リサイクル

処理施設の種類 破砕施設

設置場所 下関市長府扇町3番38号

設置年月日 平成22年1月8日

処理能力
13.09ｔ／日（汚泥（廃乾電池）に限る。）　4.16ｔ／日（廃プラスチック類）　3.57ｔ／日（紙く
ず）　6.54ｔ／日（木くず）　1.42ｔ／日（繊維くず）　6.18ｔ／日（ゴムくず）　13.44ｔ／日（金属
くず）　11.90ｔ／日（ガラスくず，コンクリートくず及び陶磁器くず）　17.61ｔ／日（がれき類）

廃棄物の種類

汚泥（廃乾電池に限る）、廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維

くず、ゴムくず、金属くず、ガラスくず，コンクリートくず及び陶磁器

くず、金属くず

処理施設の処理方式
及び設備

油圧施断



１４）処理実績

受託した産業廃棄物の処理量
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再資源化等量小計 562.511

　　中間処理後処分量合計 574.811

混合廃棄物 (燃料化) 123.480

廃油 (油化(売却)) 0.000

電池 (溶融(委託)) 8.032

混合廃棄物 (溶融) 114.370

OA (破砕) 36.842

蛍光灯 (破砕(委託)) 11.277

ガラスくず及び陶磁器くず (破砕) 29.800

がれき類 (破砕) 11.400

金属くず (売却) 196.940

ガラスくず及び陶磁器くず (溶融) 2.240

(燃料化) 4.700

繊維くず (燃料化) 0.000

金属くず (溶融) 0.200

木くず (燃料化) 0.000

紙くず (燃料化) 0.000

がれき類 (安定型最終処分場(委託)) 6.140

廃油 (焼却（委託）） 0.010

最終処分量合計

（ⅳ）中間処理後の
産業廃棄物

廃プラスチック類 (焼却（委託）） 3.880

ガラスくず及び陶磁器くず (安定型最終処分場(委託)) 2.270

最終処分

廃酸 (焼却（委託）） 0.000

うち
再資源化等

廃プラスチック類 (圧縮(売却)) 23.230

廃プラスチック類

（ⅲ）最終処分

再資源化等量小計 517.317

中間処理合計 517.317

うち
再資源化等

廃プラスチック類

17.639

OA

11.531

電池 7.868

229.362

蛍光灯 15.105

229.362

がれき類

混合廃棄物

17.639

OA 7.323

紙くず 2.812

繊維くず 0.000

99.313

木くず 25.758

がれき類

7.323

金属くず 100.606

ガラスくず及び陶磁器くず

ガラスくず及び陶磁器くず 9.619

2.812

繊維くず 0.000

金属くず 100.606

ガラスくず及び陶磁器くず 11.531

収集運搬量合計 535.493

（ⅱ）中間処理

廃プラスチック類

破砕

99.313

木くず 25.758

紙くず

蛍光灯 15.105

電池 7.868

混合廃棄物

158.849

がれき類 16.797

OA 6.098

汚泥 3.003

廃油 2.421

廃酸 2.739

廃アルカリ 0.226

令和4年7月～令和5年6月

処理方法等 廃棄物等種類 処分方法等 処理量（t）

繊維くず 0.000

金属くず 95.258

（ⅰ）収集運搬

動植物性残渣 35.216

廃プラスチック類 171.738

木くず 19.973

紙くず 2.788

蛍光灯 7.038

電池 3.730

混合廃棄物



「環境理念」

松田清掃株式会社は、廃棄物処理を通じて地域の環境衛生のニーズに応えるとともに、

廃棄物の適正処理とリサイクルを促進し、環境保全と循環型社会の形成に貢献します。

この基本理念を実現するために、次のような行動指針を設定し、全社で取組みます。

「行動指針」

１）環境に関する法規制を遵守します。

２）二酸化炭素排出量を削減します。

　・燃料使用量削減

　・電力使用量削減

３）廃棄物処理に伴う環境負荷を低減し、循環型社会の構築に貢献します。

　・廃棄物の適正処理

　・リサイクル推進による廃棄物最終処分量削減

４）水使用量を削減します。

５）グリーン購入に取り組みます。

６）環境経営方針を全社員に周知させ、社員の自覚と環境意識向上を図ります。

７）環境への取り組みに関する情報を開示し、地域社会と円滑なコミュニケーションを図ります。

８）環境経営の継続的改善をします。

９）排出事業者に信頼され、喜ばれる事業活動を行います。

制定日　平成18年1月5日

改定日　令和2年7月1日

松田清掃株式会社
代表取締役　松田忠浩

7



環境経営目標（令和4年度）及び中期環境経営目標(令和2・3・4年度）

環境経営目標（令和4年度）

・CO2排出係数は、平成25年度中国電力株式会社の実排出係数　0.719kg-CO2/kWhを使用。

中期環境経営目標（令和2・3・4年度）

令和4年度環境経営方針および環境経営目標の策定に当たって、下記の通り経営における課題とチャンスを明確化した。

・車輛燃料費高騰

・国内外の資源輸出入の停滞

・新型コロナウイルスによる広域の移動制限

・作業効率・スリム化のチャンス。

・地域・サービスを集中特化し知名度を上げるチャンス。

8

・従業員の高齢化

経営におけ
るチャンス

・地域の一廃・産廃許可業者である強みを最大限に生かせる。

・中間処理レベルアップチャンス

経営におけ
る課題

・人手不足

・新型コロナによる休業状態及び廃棄物減少

・本社の立地条件が良く、容易に搬入できるので県内持込顧客増加が期待で
きる。

※彦島事業所は本社移転に伴い業務停止しており、環境活動の対象は本社のみとしている。

環境経営における課題とチャンス

内部に起因するもの 外部に起因するもの

グリーン購入

廃棄物最終処分量削減 総量 24.2 23.9 23.6
ｔ ｔ ｔ

排出事業者に信頼され
喜ばれる事業活動

努力目標
①苦情や意見の受付、受託した産業廃棄物の収集運搬・処分及びサービスの改善を図り顧客満足を目指す。
②事業者に向けて廃棄物数量報告作成、減量計画書作成の協力を行う。
③環境関連法規を遵守し、法改正に対応する。契約書・マニフェストを保存する。

水使用量削減 総量
254 252 249

努力目標
①購入前に備品・事務用品等の在庫を確認して不要な買物をしない。
②備品・設備を適切にメンテナンスして大切に扱う。
③コピー用紙は森林認証、交換部品は再生部品など配慮品を選択する。

地域社会貢献並びに
環境コミュニケーション

努力目標

①地域の清掃活動に参加する又は周辺の清掃活動を定期的に行う。
②環境保護活動又は社会貢献につながる団体へ寄付をする。
③環境経営レポートを公開し環境の取組を開示し地域社会とコミニケーションを図る。
④内部・外部教育、訓練を定期的に行い社員の自覚と環境意識向上を図る。

   

環境経営目標の項目 目標種別 令和2年度目標（1年度1％削減） 令和3年度目標（1年度2％削減） 令和4年度目標（1年度3％削減）

二酸化炭素排出量削減 総量
193,685 191,727 189,770

㎏-CO2 ㎏-CO2 ㎏-CO2

 排出事業者に信頼され
喜ばれる事業活動

努力目標

51
①苦情や意見の受付、受託した産業廃棄物の収集運
搬・処分及びサービスの改善を図り顧客満足を目指す。
②事業者に向けて廃棄物数量報告作成、減量計画書
作成の協力をする。
③環境関連法規を遵守し、法改正に対応する。契約書・
マニフェストを保存する。

件

  地域社会貢献並びに
環境コミュニケーション

努力目標

17

①地域の清掃活動に参加する又は周辺の清掃活動を
定期的に行う。
②環境保護活動又は社会貢献につながる団体へ寄付
をする。
③環境経営レポートを公開し環境の取組を開示し地域
社会とコミニケーションを図る。
④内部・外部教育、訓練を定期的に行い社員の自覚と
環境意識向上を図る。

件

水使用量削減 総量
257 249

  

グリーン購入 努力目標

31
①備品・事務用品等の在庫を確認して不要な買物をしな
い。
②備品・設備を適切にメンテナンスして大切に扱う。
③コピー用紙は森林認証、交換部品は再生部品など配
慮品を選択する。件

環境経営目標の項目 目標種別 基準年（１年度）実績 令和4年度環境経営目標（１年度から3％削減）

廃棄物最終処分量削減 総量
24.4 23.6

ｔ ｔ

 二酸化炭素排出量削減 総量
195,641 189,770

㎏-CO2 ㎏-CO2



令和4年度の環境経営目標達成に向けて具体的な活動項目・取組内容・取組時期・担当者・責任者は以下の通り。

１）二酸化炭素排出量削減（令和１年度比３％削減）

２）廃棄物最終処分量削減（令和１年度比３％削減）

３）水使用量削減（令和１年度比３％削減）

４）グリーン購入

５）地域貢献並びに環境コミニケーション（環境経営方針の全社員への周知、社員の自覚と意識向上）

①外部講習・内部講習受講及び実施②朝礼を利用して教育を行う ①年1回②通年

①外部講習・内部講習受講勉強会②朝礼を利用して教育を行う ①年1回②通年

外部講習（必要に応じて） 必要に応じて

①環境上の緊急事態の訓練②防災訓練

防火設備、電気設備、浄化槽、重機等　安全自主点検

エコアクション環境経営システムの取組状況確認・評価・是正・予防

６）排出事業者に信頼され喜ばれる事業活動と環境に関する法令遵守

9

排出事業者の廃棄物数量報告や減量計画書作成等の協力を行う 通年 事務局 社長

契約書・マニフェスト・計量伝票・帳簿を保存し定期的に保存状況を確認 年１回以上 事務局 社長

環境関連法令遵
守

産業廃棄物管理票使用状況報告、産業廃棄物処理実績報告提出 年１回以上 事務局 社長

顧客満足
苦情や意見の受付、受託した産業廃棄物の収集運搬及びサービスの改善 通年 事務局 社長

排出者に
信頼され
喜ばれる

活動

情報開示

取組確認 年2回

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

活動項目 取組内容 取組時期

ホームページ更新、JWNET、優良事業者、環境レポート公開および更新する 通年 事務局

環境教育

安全教育

技能教育

訓練

点検

責任者

社長

社長

社長

社長

社長

社長

社長

環境コミニ
ケーション

年1回

年1回

地域・社会
貢献

地域貢献

活動項目 取組内容 取組時期 責任者

地域の清掃活動に参加する、周辺清掃活動を定期的に行う 通年 安全委員

環境保護活動や社会貢献につながる団体に寄付を行う 通年 事務局社会貢献

コピー用紙は森林認証製品、部品交換は環境配慮品や再生品を選択 通年 事務局 社長

３Rを意識して、購入前に在
庫確認、無駄排除

購入前に備品・事務用品等在庫を確認して不要な購入をしない 通年 事務局 社長

備品・設備・車輛を適切にメンテナンスし大切に扱う 通年 安全委員 社長

活動項目 取組内容 取組時期 責任者 責任者

節水推進
ホース水出しっぱなしにしない、バケツに水をはって洗車する 通年 安全委員 社長

蛇口点検、水漏れ点検 通年 安全委員 社長

活動項目 取組内容 取組時期 担当者 責任者

最終処分場の視察または点検を行う 年1回以上 事務局 社長

廃棄物適正処理

受託した産業廃棄物の受入れ時　計量を行う 通年 事務局 社長

マニフェスト及び電子マニフェストを使用する 通年 事務局 社長

事務所の一般廃棄物排出量を計量して記録する 通年 事務局 社長

両面コピーや裏紙の再利用を行いごみ減量に努める 通年 事務局 社長

活動項目 取組内容 取組時期 担当者 責任者

リサイクル推進・最終処分量
の削減

分別・再資源化の徹底（金属くず・プラ・ペット・古紙） 通年 事務局 社長

通年 事務局 社長

通年 安全委員 社長

電力使用量の削減

昼休み及び不要時の消灯、こまめスイッチON・OFF実施 通年 班長 社長

エアコン設定温度（夏冷房２８度、冬暖房２０度） 通年 班長 社長

夜間外灯タイマー及びセンサー式にする

自然換気推奨、クール・ウオームビズを推進する

車両の日常点検を毎日、定期点検を毎月実施する 通年 安全管理者 社長

配車見直し・車両・重機使用の現状確認と適正化 年2回以上 安全管理者 社長

活動項目 取組内容 取組時期回数 担当者 責任者

燃料使用量の削減

エコドライブ実施、朝礼でエコドライブの教育を実施する 通年 安全管理者 社長

社長

環境関連法規の遵守状況確認、法改正の確認、許可更新確認 年１回以上 事務局 社長

社長

責任者 責任者

事務局



実施体系図

　

　

役割・責任・権限

一般廃棄物 田中達、濱田智寛 班長、主任
労働安全係、一般廃棄物収集運搬管理、環境マネジメントの理解・実行、環
境コミュニケーション

営業・業務管理部
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産業廃棄物

金子展樹 収集運搬担当
産業廃棄物収集運搬担当
環境マネジメントシステムの理解・実行、環境コミュニケーション

大元拓也 処理担当
産業廃棄物処理維持管理
環境マネジメントシステムの理解・実行、環境コミュニケーション

安全委員会
松田正博、田中達、

濱田智寛、金子展樹、
大元拓也

安全係 日常点検、定期点検、訓練、設備管理の実行

村山朋子 産業廃棄物事務 産業廃棄物等のデータ収集、環境コミュニケーション

松田正博 部長 顧客対応、環境マネジメントシステムの理解・実行、環境コミュニケーション

松田晴美 一般廃棄物事務 一般廃棄物及び有価物のデータ収集、環境コミュニケーション

環境管理責任者 松田忠浩 社長
環境管理システムの構築・運用・管理、エコアクション２１マネジメントシステ
ムの教育訓練、　環境レポートの承認、代表者への報告

EA２１事務局

松田忠浩 社長
環境管理システム実績取りまとめ
環境管理システム文書・記録の管理、環境レポート作成

松田晴美 経理事務長 燃料、電気、水道、廃棄物、グリーン購入のデータ収集

役割 担当者 役職 責任・権限

代表者 松田忠浩 社長
環境経営統括責任者、環境方針策定、環境管理責任者の任命、環境目標・
環境活動の承認、経営における課題とチャンスの明確化、代表者による全
体の評価見直しの実施

EA２１事務局

代表者／環境経営管理責任者

営業部、業務部

産業廃棄物収集運搬産業廃棄物処理 一般廃棄物収集運搬

安全委員会



11

毎月１日清掃活動で地域貢献しました

日々の車両の日常点検、月末の定期点検

怠りなく実施した

センサー式空調で節電しました

活動の取組状況の確認・評価・是正・予防

安全委員会、配車の適正化、環境経営方

針、内部教育などの環境コミニケーション

日常的に使用しない場所は消灯しました 環境教育の一環として、節電・節水ポスター掲示

節水の張り紙。定期的に蛇口水漏れ点検 LED照明で節電に貢献しています。

環境関連法令遵守状況点検しました

工場屋根から自然光を採り入れています。節電に

朝礼でエコドライブ教育、エコアクション環境経営

活動の教育を実施した

すべて廃棄物計量・マニフェスト管理

下関市環境配慮行動優良事業者認定されま排出者に信頼され喜ばれる活動（搬入される



１）環境経営目標の実績とその評価①

評価

達成

達成

ｋWｈ 達成

 達成

 未

達成

達成

未

未

達成

達成

達成

・化学物質使用はほぼなく、あった場合も量はごくわずかなので目標には掲げずに適正な処理をしています。

廃棄物最終処分量削減
（１年度から3％削減）

グリーン購入 努力目標

①購入前に備品・事務用品等の在庫の確認
をして不要な買物をしない。
②備品・設備を適切にメンテナンスして大切
に扱う。
③コピー用紙は森林認証、交換部品は可能
な限りリビルド品を選択する。

①実施
②実施
③実施

水使用量削減
（１年度から3％削減）

 249 305

　 ／百万円（原単
位） 1.3 1.6

　ｔ／百万円（原単
位） 0.124 0.1

ｔ
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地域貢献並びに環境コ
ミュニケーション

努力目標

①地域の清掃活動に参加する又は毎月１回
環境デイに周辺清掃を行う。
②環境保護活動又は地域貢献につながる団
体へ寄付をする。
③環境レポートを公開し環境の取組を開示し
地域社会とコミニケーションを図る。外部内
部教育や訓練を行い社員の自覚と環境意識
向上を図る。

①実施
②実施
③実施

排出事業者に信頼され喜
ばれる事業活動と環境に

関する法令遵守
努力目標

①排出事業者の廃棄物数量報告・ごみ減量
計画作成の支援を行う。
②排出事業者から苦情・意見・要望等聞き取
りをして処理業務やリサイクルの提案および
環境に関わる問題の改善を図る。

①実施
②実施

※二酸化炭素排出係数は、平成25年度中国電力株式会社の実排出係数　0.719㎏－CO2／kWｈを使用

※原単位評価（二酸化炭素排出量削減、廃棄物最終処分量削減、水使用量削減）ではｐ１に記載した「売上高（百万円）」を分母としています。

23.6 12.3

56,673

ガソリン使用
量 733 1,060

60,425軽油使用量

環境経営目標の項目 単位 令和4年度環境経営目標 令和4年度実績

㎏-CO2 189,770 175,627

二酸化炭素排出量削減
（１年度から3％削減）

㎏-CO2／百万円
（原単位） 999 905

電力使用
量削減 41,016 37,485



２）環境経営計画の取組結果とその評価②　　　　

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

エコドライブ実施、朝礼でエコ
ドライブの教育を実施する

実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施

車両日常点検を毎日、定期点
検を毎月末実施する

実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施

配車見直し・使用車両および
重機の現状確認

実施 実施

昼休み及び不要場所の消灯・
こまめにスイッチON・OFF

実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施

エアコン設定温度（夏冷房28
度、冬暖房20度）

実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施

自然換気推奨・クール・ウォー
ムビズを推進する

実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施

夜間外灯等の使用時間タイ
マー及びセンサー式にする

実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施

分別・再資源化の徹底（金属く
ず・プラ・ペット・古紙）

実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施

事務所の一般廃棄物排出量
を計量して記録する

実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施

両面コピーや裏紙の再利用を
行い、ごみ減量に努める

実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施

受託した産業廃棄物の受入時
計量管理を行う

実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施

マニフェスト及び電子マニフェ
ストを使用する

実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施

最終処分場の視察または点
検を行う（年１回）

実施 実施 実施

ホース水を出しっぱなしにしな
いで、バケツに水をはって洗
車する

実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施

蛇口点検、水漏れがないか点
検する

実施 実施

購入前に、備品・事務用品等
在庫確認して不要な購入をし
ない

実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施

備品・設備を適切にメンテナン
スして大切に扱う

実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施

コピー用紙等森林認証、部品
交換時等環境配慮商品・再生
品選択

実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施

環境教育
外部講習・内部講習勉強会
（年１回以上）、朝礼を利用し
て周知する

内部勉強
会実施

安全教育
外部講習・内部講習勉強会
（年１回以上）、朝礼を利用し
て周知する

安全管理
講習参加

消火栓点
検

技能教育 外部講習（必要に応じて） 産廃講習 産廃講習 産廃試験
労務管理
講習

労務管理
講習

労務管理
講習

労務管理
講習

訓　練
環境上の緊急事態訓練、防災
訓練、（年１回）

防災訓練
消火栓で放水し、適切
に訓練を行った

点　検
防火設備、電気設備、浄化
槽、重機の安全自主点検（年
１回）

重機点検
浄化槽検
査

フォークリ
フト点検

電気年次
点検

消防年次
点検

クレーン
点検

適切に点検できた。消
火栓のホース取替え
た

地域貢献
地域の清掃活動に参加する
又は周辺の清掃活動を定期
的に行う

実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施
毎月周辺清掃、年度
末に地区の一斉清掃
に参加した

社会貢献
環境保護活動又は社会貢献
につながる団体への寄付を行
う

実施 実施 今年も寄付を行った

情報開示
ホームページ更新、JWNET、
優良事業者、環境レポート公
開する

環境レ
ポート更
新

JWNET情
報更新

優良事業
者情報更

新

優良事業者情報開
示、ホームページ情報
更新行った

取組状況の
確認等

取組状況の確認・評価・是正・
予防（半期ごと）、審査（年１
回）

環境経営
会議

更新審査
下関環境

配慮
環境経営
会議

確認・評価した、是正
はなし

顧客満足

苦情や意見の受付、受託した
産業廃棄物の収集運搬・処分
及びサービスの改善、排出者
の廃棄物数量報告・廃棄物減
量計画作成等の協力を行う

実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施
顧客の要望を取り入
れ食品リサイクルに取
り組み喜ばれた。

環境関連法規遵守状況確認、
環境廃棄物関係法規改正の
確認する

山口県更
新

法令遵守
確認

法令遵守
確認

管理票使用状況報告、産業廃
棄物実績報告（年１回）提出す
る

マニ報告 実績報告

契約書・マニフェスト・計量伝
票を保存し定期的に保存状況
を確認する

契約書印
紙点検

マニフェス
ト点検
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衛生管理で水使用量
が増えた。消火栓水槽
水漏れを発見できた。

目標項目

二酸化炭素
排出量3％削

減

廃棄物最終
処分量の3％

削減

水使用量3％
削減

取組内容

令和4年度　計画および取組結果

令和4年（2022年） 令和5年（2023年）

評　価

エコドライブ周知・エコ
ドライブ実施により燃
料削減の成果があっ
た。　配車見直しで収
集コースを削減・効率
化した。車両の現状も
確認した。

事務所も工場も分割ス
イッチで不不要消灯に
取組み、節電につな
がった。夏場のエアコ
ン設定温度は天気の
様子をみながら臨機応
変に対処した。

資源化を強化したこと
で最終処分量を削減
できた。自社の廃棄物
もすべて計量した。裏
紙も再利用した。

受入れ産廃すべて計
量・マニフェスト管理し
た。また、最終処分場
を現地視察したので現
状把握ができた。

グリーン購入

地域貢献並
びに環境コ
ミュニケー

ション

排出者に信頼喜
ばれる活動

活動項目

燃料使用量
削減

環境関連法
令遵守

節水推進

リサイクル推
進・最終処分

量の削減

廃棄物適正
処理

電力使用量
の削減

契約書をすべて確認し
た。その他法令遵守に
ついて問題なく安心し

た。

３Rを意識し
て、購入前
意識、無駄

削除

事務局・安全委員会に
3Ｒを意識して取り組む
ように指導した。よく実
行した。

産業廃棄物許可更新
の講習会および修了
試験、安全運転管理
者講習会、労働法改
正の講習等適切に取
り組んだ。
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環境上の緊急事態（火災発生）試行・訓練 対応策・準備品を使用して施行・訓練 対応策は問題なかったか点検

工場消火栓自主点検実施しました

重機自主点検実施しました トラックスケール計量点検実施しました スケールメンテナンス・塗装しました

飛散防止の装備点検実施しました処理施設作業環境点検実施しました



　4) 次年度の環境経営目標及び環境経営計画

・次年度令和5年度の環境経営目標及び環境経営計画は、令和４年度実績を維持することを目標とする。
・グリーン購入については環境配慮品の選択を強化する。
・地域貢献並びに環境コミュニケーションは、積極的に環境教育に取組み、周辺清掃活動などを引続き行う。
・排出者に喜ばれる活動は、自らが環境衛生・保全の知識を更に深め、顧客満足のレベルアップを図る。

ｋWｈ

 

 

苦情や要望を受付けサービス改善とレベルアップを計
る

受講　年2回、教育　年12回

地域貢献並びに環境コミュ
ニケーション

排出事業者に信頼され
喜ばれる事業活動

行動目標

行動目標

周辺清掃活動　年12回

設備自主点検　年1回

情報公開更新　年1回

取組状況確認　年2回

寄付　年3件

訓練　年1回

環境関連法令遵守維持

環境経営目標の項目 単位 令和5年度環境経営目標

二酸化炭素排出量削減
（4年度実績を維持）

㎏-CO2 168,917

ガソリン使用量 1,060
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電力使用量削減 37,485

軽油使用量 56,673

水使用量削減
（4年度実績を維持）  305

廃棄物最終処分量削減
（4年度実績を維持） ｔ 12.3

※二酸化炭素排出係数は、2021年度中国電力株式会社の調整後排出係数　0.540㎏－CO2／kWｈを使用

グリーン購入 行動目標 環境に配慮した物品の調達と管理



・環境関連法規等の遵守状況について当社環境管理責任者が遵守状況を確認した結果環境関連法規

　すべて遵守していることを確認しました。行政機関への報告も適正に行っています。

　違反・訴訟もありません。

　

主な適用法規 摘要事項規則基準 遵守確認状況

一般廃棄物処理業の許可に関する事項（許可更新、帳簿、報告義務）

2年に1回、許可の区域、変更届10日以内、車輛の表示板、帳簿記載、毎月報告、下関市条例

再生利用個別指定許可に関する事項（許可更新、帳簿、報告義務）

2年に1回、許可の区域、変更届10日以内、車輛の表示板、帳簿記載、毎年6月30日まで　（現
在生ごみ処理休止中）

産業廃棄物収集運搬・処分業の許可に関する事項（許可更新、帳簿、報告義務）

更新は通常5年に1回、7年に1回（優良認定）、収集運搬基準、水銀、積み替え保管、発生ごと
のマニフェスト、報告年1回、保管掲示板、契約書、委託者への通知、周辺環境影響、技術管
理者、罰則等について確認する

プラスチック資源循環促進法
特定プラスチック製品の使用の合理化。製造者・販売者による自主回収・再資源化。排出者に
よる排出抑制・再資源化。

令和5年4月1日下関市
では取組に変更なし確

認。

容器包装リサイクル法
家庭から一般廃棄物として排出される容器包装のリサイクル制度構築により一般廃棄物の減量
と資源有効活用を図る。消費者は排出抑制、事業者は再商品化の責務負う。

令和5年4月1日下関市
では取組に変更なし確

認。

騒音規制法
特定施設にあたらず不要、但し設置当初に山口県公害防止条例について騒音に係る環境基準に
適合を得ている

令和5年4月1日遵守確
認

大気汚染防止法
粉塵発生施設にあたらず不要、但し設置当初に山口県公害防止条例について騒音に係る環境基
準に適合を得ている

令和5年6月1日遵守確
認

振動規制法
特定施設にあたらず不要、但し設置当初に山口県公害防止条例について騒音に係る環境基準に
適合を得ている

令和5年6月1日遵守確
認

浄化槽法
浄化槽3か月に1回点検、検査年1回行う。　令和3年1月26日山口県浄化槽協会の検査でポンプ
の異常で改善すべきと認められたが、後日ポンプ交換して適合となった。

令和5年5月31日遵守確
認

フロン排出抑制法
業務用冷蔵庫など廃棄の際に抜き取り有無を確認し、抜き取っている場合も証明書類を提出し
てもらう。

令和5年6月1日遵守確
認

電気事業法 保安規定にそって定期的に点検する、中国電気保安協会の定期点検を実施している。
令和5年6月1日遵守確

認

消防法
消火器、消火栓、自動火災警報装置設置、消防署による検査　令和3年2月25日消防署立ち入り
検査の結果異常なし。

令和5年6月1日遵守確
認

道路運送車両法 日常点検、定期点検、整備
令和5年4月1日遵守確

認

　　今年度は環境に関する外部からの苦情などの受付結果は、ありませんでした。
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環境関連法規等の遵守状況のチェック結果

廃棄物の処理及び清掃に関する
法律

令和5年3月1日遵守確
認済

令和4年12月廃止

令和5年5月30日遵守確
認済



１）環境経営方針の見直しの必要性

・令和５年度の環境経営方針について見直しの指示はなし。

・令和５年度から、環境経営方針の「削減」の文言を「令和4年度実績を維持する」と読み替える。

　

２）環境経営目標の達成状況及び環境経営計画の実施状況について

・二酸化炭素排出量削減については、重点的に電気・軽油使用量を削減に取組んだ結果達成する事が出来た。

・廃棄物の最終処分量は、受託廃棄物を徹底してリサイクルすることで削減することができた。

・水使用量は若干増加したが、洗車・手洗い等徹底と適切な衛生管理の為必要の範囲としこれを維持する。

・グリーン購入では、備品その他購買のタイミングで在庫確認し、無駄な買物はなく達成できた。

・地域貢献環境コミニケーションは、毎月の清掃を欠かさず行い、朝礼での教育訓練や点検等確実に行った。

更に、地元下関市の下関市環境配慮行動優良事業者認定を更新し、社内・社外コミニケーションに務めた。

・排出事業者に信頼され喜ばれる活動と法令遵守は、排出事業者の求めにより数量報告や減量計画作成のサポート、

食品リサイクル取組の相談等協力した。重点的に産業廃棄物処理委託契約書の総点検等、法令遵守も達成できた。

以上　令和４年度は計画を実施し目標を達成する事が出来たと評価する。

3）総 括

　令和４年度は前年度に引き続きコロナ感染拡大防止に追われ、同時にロシアのウクライナ侵攻が始まり

世界中のエネルギー不足と物価高騰で物資調達が滞り経済・産業活動が停滞する面もあった。

こうした状況下であったが、我社は、CO2排出削減、ほか環境経営計画を確実に実行し、環境経営目標を達成した。

今後、コロナが収束した場合経済活動が活発となり、エネルギー消費量や廃棄物の処理量増加が予測される。

よって、令和５年度目標及び中期目標は、無理な削減目標を立てずに、数値目標は令和４年度実績をベースとして、

現状維持を目標とする。

松田清掃株式会社

代表取締役　松田　忠浩
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令和5年9月1日



〈参　考〉
11．許可内容の詳細

①産業廃棄物収集運搬業

②特別管理産業廃棄物収集運搬業

③産業廃棄物処分業

④一般廃棄物収集運搬業

都道府県
政令都市

許可番号
 許可年月日
有効年月日

優良評価
制度

許可項目（事業の範囲）

下関市 07510035885
R3.3.25
R10.3.24

優良

・汚泥　・廃酸　・廃アルカリ　以上3種類（保管積替えを含む。）これらは、石綿含有産業廃棄物、水銀使用製品産業廃棄物及び水銀含有ばいじ
ん等であるものを含み、特別管理産業廃棄物であるものを除く。　　・燃え殻　・鉱さい　・ばいじん　以上3種類（保管積替えを含まない。）これら
は、石綿含有産業廃棄物及び水銀含有ばいじんであるものを含み、水銀使用製品産業廃棄物及び特別管理産業廃棄物であるものを除く。　・紙
くず　・動植物性残さ　・繊維くず　・木くず　・がれき類　以上5種類は（保管積替えを含む。）これらは、石綿含有産業廃棄物であるものを含み、水
銀使用製品産業廃棄物、水銀含有ばいじん等及び特別管理産業廃棄物であるものを除く。　・廃油　・廃プラスチック類（自動車等破砕物を除
く。）・ガラスくず，コンクリートくず及び陶磁器くず（自動車等破砕物を除く。コンクリートくずは、工作物の新築、改築又は除去に伴って生じたもの
を除く。）・金属くず（自動車破砕物を除く。）　以上4種類（保管積替えを含む。）これらは、石綿含有産業廃棄物及び水銀使用製品産業廃棄物で
あるものを含み、水銀含有ばいじん等であるもの及び特別管理産業廃棄物であるものを除く。　・ゴムくず　以上1種類（保管積替えを含まない。）
これらは、石綿含有産業廃棄物であるものを含み、水銀使用製品産業廃棄物、水銀含有ばいじん等及び特別管理産業廃棄物であるものを除
く。

山口県 03500035885
　H30.3.12
R7.3.11

優良
廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類、金属くず、ｶﾞﾗｽくず･ｺﾝｸﾘｰﾄくず(がれき類を除く。）・陶磁器くず（自働車等破砕物を除く。以上３種類）、燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、
廃ｱﾙｶﾘ、紙くず、木くず、繊維くず、動植物性残渣、ｺﾞﾑくず、鉱さい、がれき類、ばいじん(これらは、石綿含有産業廃棄物、水銀使用製品産業廃
棄物及び水銀含有ばいじん等であるものを含み、特別管理産業廃棄物であるものを除く。）以上16種類

都道府県
政令都市

許可番号
 許可年月日
有効年月日

優良評価
制度

許可項目（事業の範囲）

福岡県 04000035885
H30.4.2
R7.4.1

優良

取り扱う産業廃棄物の種類（当該産業廃棄物に石綿含有産業廃棄物、水銀使用製品産業廃棄物又は水銀含有ばいじん等が含まれる場合は、
その旨を含む。）及び積替え保管又は保管を行うかどうか明らかにすること。）積替え保管を含まない。廃プラスチック類、金属くず、ガラスくず等
（以上3品目については、自動車等破砕物を除く。）、燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、廃アルカリ、紙くず、木くず、繊維くず、動植物性残さ、ゴムくず、
がれき類（汚泥、廃プラスチック類、がれき類については石綿含有産業廃棄物を含む。）（汚泥、廃油、廃酸、廃アルカリ、廃プラスチック類、金属
くず、ガラスくず等については、水銀使用製品産業廃棄物を含む。）（燃え殻、汚泥、廃酸、廃アルカリについては、水銀含有ばいじん等を含む。）
以上14品目

福岡県 07650035885
R2.5.1
R9.4.30

優良

積替え保管を含まない　廃油（揮発油類、灯油類及び軽油類であるもの又はﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ又はﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ又はｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ又は四塩化炭素又は
1,2- ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ又は1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ又はｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ又は1,1,1- ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ又は1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ又は1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ又はﾍﾞﾝｾﾞﾝを含む
ことのみにより有害なものに限る。）廃酸（水素ｲｵﾝ濃度指数2.0以下のもの又は水銀若しくはその化合物又はｶﾄﾞﾐｳﾑ若しくはその化合物又は鉛
若しくはその化合物又は有機燐化合物又は六価ｸﾛﾑ化合物又は砒素若しくはその化合物又はｼｱﾝ 化合物又はﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ又はﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ又
はｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ又は四塩化炭素又は1,2- ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ又は1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ又はｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ又は1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ又はｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ又は
1,1,1- ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ又は1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ又は1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ又はﾁｳﾗﾑ又はｼﾏｼﾞﾝ又はﾁｵﾍﾞﾝｶﾙﾌﾞ又はﾍﾞﾝｾﾞﾝ又はｾﾚﾝ若しくはその化合物又は
ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類を含むことのみにより有害なものに限る。）廃アルカリ（水素ｲｵﾝ濃度指数12.5以上のもの又は水銀若しくはその化合物又はｶﾄﾞﾐｳﾑ若
しくはその化合物又は鉛若しくはその化合物又は有機燐化合物又は六価ｸﾛﾑ化合物又は砒素若しくはその化合物又はｼｱﾝ 化合物又はﾄﾘｸﾛﾛｴ
ﾁﾚﾝ又はﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ又はｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ又は四塩化炭素又は1,2- ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ又は1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ又はｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ又は1,1,1- ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ又
は1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ又は1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ又はﾁｳﾗﾑ又はｼﾏｼﾞﾝ又はﾁｵﾍﾞﾝｶﾙﾌﾞ又はﾍﾞﾝｾﾞﾝ又はｾﾚﾝ若しくはその化合物又はﾀﾞｲｵｷｼﾝ類を含むこ
とのみにより有害なものに限る。）鉱さい（水銀若しくはその化合物又はｶﾄﾞﾐｳﾑ若しくはその化合物又は鉛若しくはその化合物又は六価ｸﾛﾑ化合
物又は砒素若しくはその化合物又はｾﾚﾝ若しくはその化合物を含むことのみによる有害なものに限る。）廃石綿等ばいじん（水銀若しくはその化
合物又はｶﾄﾞﾐｳﾑ若しくはその化合物又は鉛若しくはその化合物又は六価ｸﾛﾑ化合物又は砒素若しくはその化合物又はｾﾚﾝ若しくはその化合物
又はﾀﾞｲｵｷｼﾝ類を含むことのみにより有害なものに限る。）燃え殻（ｶﾄﾞﾐｳﾑ若しくはその化合物又鉛若しくはその化合物又は六価ｸﾛﾑ化合物又は
砒素若しくはその化合物又はｾﾚﾝ若しくはその化合物又はﾀﾞｲｵｷｼﾝ類を含むことのみにより有害なものに限る。）汚泥（水銀若しくはその化合物
又はｶﾄﾞﾐｳﾑ若しくはその化合物又は鉛若しくはその化合物又は有機燐化合物又は六価ｸﾛﾑ化合物又は砒素若しくはその化合物又はｼｱﾝ 化合
物又はﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ又はﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ又はｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ又は四塩化炭素又は1,2- ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ又は1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ又はｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ又は1,1,1-
ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ又は1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ又は1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ又はﾁｳﾗﾑ又はｼﾏｼﾞﾝ又はﾁｵﾍﾞﾝｶﾙﾌﾞ又はﾍﾞﾝｾﾞﾝ又はｾﾚﾝ若しくはその化合物又はﾀﾞｲｵｷｼ
ﾝ類を含むことのみにより有害なものに限る。）　以下８品目

山口県 03550035885
R5.3.17
R12.3.16

優良

燃え殻（ｶﾄﾞﾐｳﾑ又はその化合物、鉛又はその化合物、六価ｸﾛﾑ化合物、砒素又はその化合物、ｾﾚﾝ又はその化合物、ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類を含むことのみ
により有害なものに限る。)　汚泥(水銀又はその化合物、ｶﾄﾞﾐｳﾑ又はその化合物、鉛又はその化合物、有機燐化合物、六価ｸﾛﾑ化合物、砒素又
はその化合物、ｼｱﾝ 化合物、ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ、四塩化炭素、1,2- ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ、1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、 ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、
1,1,1- ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ、1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ、1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ、ﾁｳﾗﾑ、ｼﾏｼﾞﾝ、ﾁｵﾍﾞﾝｶﾙﾌﾞ、ﾍﾞﾝｾﾞﾝ、ｾﾚﾝ又はその化合物、ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類を含むことのみに
より有害なものに限る。）廃油（揮発油類、灯油類及び軽油類、ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ、四塩化炭素、1,2- ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ、1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴ
ﾁﾚﾝ 、ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、1,1,1- ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ、1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ、1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ、ﾍﾞﾝｾﾞﾝを含むことにより有害なものに限る。）廃酸（水素ｲｵﾝ濃
度指数2.0以下のもの、水銀又はその化合物、ｶﾄﾞﾐｳﾑ又はその化合物、鉛又はその化合物、有機燐化合物、六価ｸﾛﾑ化合物、砒素又はその化
合物、ｼｱﾝ 化合物、ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ、四塩化炭素、1,2- ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ、1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 、ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、1,1,1- ﾄﾘｸﾛﾛｴ
ﾀﾝ、1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ、1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ、ﾁｳﾗﾑ、ｼﾏｼﾞﾝ、ﾁｵﾍﾞﾝｶﾙﾌﾞ、ﾍﾞﾝｾﾞﾝ、ｾﾚﾝ又はその化合物、ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類を含むことのみにより有害なもの
に限る。）廃アルカリ（水素ｲｵﾝ濃度指数12.5以上のもの、水銀又はその化合物、ｶﾄﾞﾐｳﾑ又はその化合物、鉛又はその化合物、有機燐化合物、
六価ｸﾛﾑ化合物、砒素又はその化合物、ｼｱﾝ 化合物、ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ、四塩化炭素、1,2- ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ、1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 、ｼ
ｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、1,1,1- ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ、1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ、1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ、ﾁｳﾗﾑ、ｼﾏｼﾞﾝ、ﾁｵﾍﾞﾝｶﾙﾌﾞ、ﾍﾞﾝｾﾞﾝ、ｾﾚﾝ又はその化合物、ﾀﾞｲｵｷｼﾝ
類を含むことのみにより有害なものに限る。）鉱さい（水銀又はその化合物、ｶﾄﾞﾐｳﾑ又はその化合物、鉛又はその化合物、六価ｸﾛﾑ化合物、砒素
又はその化合物、ｾﾚﾝ又はその化合物を含むことのみにより有害なものに限る。）ばいじん（水銀又はその化合物、ｶﾄﾞﾐｳﾑ又はその化合物、鉛
又はその化合物、六価ｸﾛﾑ化合物、砒素又はその化合物、ｾﾚﾝ又はその化合物、ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類を含むことのみにより有害なものに限る。）廃石綿
等　以上8種類

都道府県
政令都市

許可番号
許可年月日
有効年月日

優良評価
制度

許可項目（事業の範囲）

都道府県
政令都市

許可番号
許可年月日
有効年月日

許可項目（事業の範囲）

下関市 075200035885
R3.3.25
R10.3.24

優良

圧
縮

減
容

廃プラスチック類、金属くず　以上2種類

破
砕

金属くず、ガラスくず，コンクリートくず及び陶磁器くず（蛍光ランプ、HIDランプ及び放電ランプに限る）以上2種類

破
砕

汚泥（廃乾電池に限る）、廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、ゴムくず、金属くず、ガラスくず，コンクリートくず及
び陶磁器くず、がれき類　以上9種類

11004
R4.4.1
R6.3.31

一般廃棄物（ごみ）
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下関市


